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 １ 児童相談所の業務 
 
児童相談所は、児童福祉法（以下「法」という。）第１２条に基づく児童福祉の専門的行政機関で、

都道府県・政令指定都市に設置義務があり、当『子ども総合センター』は、北九州市内を管轄する「児

童相談所」の機能を備えています。児童が心身ともに健やかに育成されるよう主として次の業務を行

っています。 
 

相   談 

児童の福祉に関するあらゆる問題について、家庭その他からの相談に応じます。 
 
 

調査・診断・判定 

児童福祉司、児童心理司、医師等の専門職員が、子どもや家庭等の問題について調査や診断を

します。また、診断に基づいた各種の認定も行っています。 
 
 

指導・治療 

在宅の場合には、助言や継続指導等のほか、行政処分である「措置による指導」も行います。

また、必要に応じて、箱庭療法や家族療法、カウンセリングその他の心理治療を行います。 
 
 

一 時保 護 

緊急に児童の保護が必要な場合、適切な援助指針を定めるため行動観察を行う必要がある場合、

また児童の指導上、短期の入所保護により生活指導・心理治療等が必要な場合、子どもを短期間

家庭から離し、一時保護を行います。 
 
 

施 設措 置等 

長期にわたる訓練が必要な場合や家庭で養育することが困難な場合に、保護者の同意を得て、

児童を児童福祉施設に入所又は通所させたり、里親等に委託します。 
 
 

強制的援助 

児童虐待等により家庭で児童を育てることが不適当と判断され、保護者が施設措置に同意しな

い場合などでは、保護者の意思に反して児童を保護するためにいくつかの権限があります。 
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 ２ 相談の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

措  置  に  よ  る  指  導 
訓
戒
、
誓
約
措
置 

児
童
福
祉
施
設
入
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措
置
・ 

指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
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里
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、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育 

事
業
委
託 

児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施 

福
祉
事
務
所
送
致
等 

市
町
村
へ
の
送
致 

家
庭
裁
判
所
送
致 

家
庭
裁
判
所
に
対
す
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家
事
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判
の
申
立
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児
童
福
祉
司
指
導 

児
童
委
員
指
導 

市
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町
村
指
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児
童
家
庭
支
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セ
ン
タ
ー
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導 

知
的
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者
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、
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福
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主
事
指
導 

障
害
者
等
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談
支
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事
業
を
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う
者
の
指
導 

指
導
の
委
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 措置によらない指導 

助
言
指
導 

継
続
指
導 

他
機
関
あ
っ
せ
ん 

社 会 診 断 心 理 診 断 医 学 診 断 行 動 診 断 その他の診断 

調   査 一 時 保 護 

北九州市社会福祉審議会 
児童福祉専門分科会 

審査部会 

相 談 の 受 付 

受  理 会 議 

援 助 方 針 会 議 

相  談  の  経  路 

そ
の
他 

子
ど
も
本
人 

近
隣
・
知
人 

家
族
・
親
戚 

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

里
親
等 

学
校
・
幼
稚
園
等 

保
健
所
・
医
療
機
関 

家
庭
裁
判
所 

警
察
等 

認
定
こ
ど
も
園 

児
童
福
祉
施
設
・
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

他
の
児
童
相
談
所 

児
童
委
員 

(

子
ど
も
・
家
庭
相
談
コ
ー
ナ
ー
） 

福
祉
事
務
所 

都
道
府
県
・
市
町
村 

相談・通告・送致 

諮問 

答申 
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児童虐待対応の流れ図 

 
 

市民（虐待をする人、虐待される子ども）、親族、知人、近隣住民、学校、

保育所、幼稚園、医療機関、民生委員・児童委員、警察、その他 

受    理 

緊急対応 調 査 相 談 

区役所 
（子ども・家庭相談コーナー） 

一時保護 
(緊急) 

調査継続 

 

在宅援助 

 

 
審査部会 

受  理  会  議 

在宅援助 
（法２７条１項２号） 

施設入所・里親等委託 
（法２７条１項３号） 

強制的援助 
家庭裁判所審判申立 
（法２８条、法３３条の７、８） 
立入調査（法２９条）ほか 

援 助 方 針 会 議 

相談・通告 
相談・通告 

送致

調査・協議 

 

諮 問 

注）    線内が児童相談所の動き、    線内が児童虐待での特別な対応 

一時保護 

答 申 
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 ３ 相談の種類と内容 
 

 児童相談所は、児童に関するあらゆる相談を受けますが、統計整理の都合上、次のように相談の内容

を分類しています。 
 

相 談 の 種 類 主   な   内   容 

養 
 

護 
 

相 
 

談 

児 童 虐 待 相 談 

児童虐待の防止等に関する法律の第２条に規定する次の行為に関す

る相談。 

・身体的虐待 

 生命・健康に危険のある身体的な暴行 

・性的虐待 

 性交、性的暴行、性的行為の強要 

・心理的虐待 

 暴言や差別など心理的外傷を与える行為、児童が同居する家庭にお

ける配偶者、家族に対する暴力 

・保護の怠慢、拒否（ネグレクト） 

 保護の怠慢や拒否により健康状態や安全を損なう行為及び棄児 

そ の 他 の 相 談 

父又は母等保護者の家出、失踪、死亡、離婚、入院、稼働及び服役等

による養育困難児、迷子、親権を喪失・停止した親の子、後見人を持

たぬ児童等環境的問題を有する子ども､養子縁組に関する相談。 

保
健
相
談 

保  健   相  談 

低出生体重児、虚弱児、ツベルクリン反応陽転児、内部機能障害、小

児喘息、その他の疾患（精神疾患を含む）等を有する子どもに関する

相談。 

障 
 

害 
 

相 
 

談 

肢体不自由相談  肢体不自由児、運動発達の遅れに関する相談。 

視聴覚障害相談  盲(弱視を含む)、ろう(難聴を含む)等視聴覚障害児に関する相談。 

言語発達障害等相談 

構音障害、吃音、失語等音声や言語の機能障害をもつ子ども、言語発

達遅滞を有する子ども等に関する相談。ことばの遅れの原因が知的障

害、自閉症、しつけ上の問題等他の相談種別に分類される場合は該当

の種別として取り扱う。 

重症心身障害相談 重症心身障害児（者）に関する相談。 

知 的 障 害 相 談  知的障害児に関する相談。 

発 達 障 害 相 談  
自閉症、アスペルガー症候群、その他広汎性発達障害、学習障害、注

意欠如多動性障害等の子どもに関する相談。 

非 

行 

相 

談 

ぐ 犯 等 相 談 

虚言癖、浪費癖、家出、浮浪、乱暴、性的逸脱等のぐ犯行為若しくは

飲酒、喫煙等の問題行動のある子ども、警察署からぐ犯少年として通

告のあった子ども、又は触法行為があったと思料されても警察署から

法第２５条による通告のない子どもに関する相談。 

触法行為等相談  

触法行為があったとして警察署から法第２５条による通告のあった 

子ども、犯罪少年に関して家庭裁判所から送致のあった子どもに関す

る相談。受け付けた時には通告がなくとも調査の結果、通告が予定さ

れている子どもに関する相談についてもこれに該当する。 
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育 

成 

相 

談 

性 格 行 動 相 談  

子どもの人格の発達上問題となる反抗、友達と遊べない、落ち着きが

ない、内気、緘黙、不活発、家庭内暴力、生活習慣の著しい逸脱等性

格もしくは行動上の問題を有する子どもに関する相談。 

不 登 校 相 談  

学校及び幼稚園並びに保育所に在籍中で、登校(園)していない状態に

ある子どもに関する相談。非行や精神疾患、養護問題が主である場合

等には該当の種別として取り扱う。 

適   性   相   談 進学適性、職業適性、学業不振等に関する相談。 

育児・しつけ相談 
家庭内における幼児の育児・しつけ、子どもの性教育、遊び等に関す

る相談。 

そ  の  他  の  相  談 上記のいずれにも該当しない相談。 

                  （厚生労働省『児童相談所運営指針』令和５年３月改定版による） 
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 ４ 援助の種類と内容 
  受付けた相談については、調査・判定や必要に応じて一時保護を行って問題の解決にあたりますが、

その援助の方法を次のように分類しています。 

援 助 の 種 類 内                容 

在 
 
 
 

宅 
 
 
 

指 
 
 
 

導 
 
 
 

等 

措
置
に
よ
ら
な
い
指
導 

助 言 指 導 
１ないし数回の助言、指示、説得、承認、情報提供等の適切な方法により、問題が

解決すると考えられる子どもや保護者等に対する指導。 

継 続 指 導 

複雑困難な問題を抱える子どもや保護者等を児童相談所に通所させ、あるいは必要

に応じて訪問する等の方法により、継続的にソーシャルワーク、心理療法やカウン

セリング等を行うもの。 

他機関あっせん 

他の専門機関において、医療、指導、訓練等を受けること並びにひとり親家庭等日

常生活支援事業を利用する等関連する制度の適用が適当と認められる事例につい

ては、子どもや保護者等の意向を確認の上、当該機関にあっせんする。 

措 

置 

に 

よ 

る 

指 

導 

児童福祉司指導 

複雑困難な家庭環境に起因する問題を有する子ども等、援助に専門的な知識、技術

を要する事例に対し、子どもや保護者等の家庭を訪問し、あるいは必要に応じ通所

させる等の方法により、継続的に行う。 

児童委員指導 
問題が家庭環境にあり、児童委員による家族間の人間関係の調整又は経済的援助等

により解決すると考えられる事例に対して行う。 

市町村指導 

子どもや保護者の置かれた状況、地理的要件や過去の相談経緯等から、子どもの身

近な場所において、子育て支援事業を活用するなどして、継続的に寄り添った支援

を行う。 

児童家庭支援 

センター指導 

地理的要件や過去の相談経緯、その他の理由により児童家庭支援センターによる指

導が適当と考えられる事例に対して行う。 

知的障害者福祉司指

導･社会福祉主事指導 

問題が知的障害に関するもの及び貧困その他環境の悪条件等によるもので、知的障

害者福祉司又は社会福祉主事による指導が適当な場合に行う。 

障害者等相談支援事業

を行う者による指導 

障害児及びその保護者であって地理的要件や過去の相談経緯、その他の理由により

障害者等相談支援事業を行う者による指導が適当と考えられる事例に対して行う。 

指導の委託 当該指導を適切に行うことができる者に指導を委託することができる。 

訓 戒 ・ 誓 約 措 置 
子ども又は保護者に注意を喚起することにより、問題の再発を防止し得る見込みが

ある場合に行う。 

児 童 福 祉 施 設 入 所 措 置 

指定発達支援医療機関委託 

家庭環境や本人の行動上の問題、心身障害などのため一定期間保護、療育、訓練を

必要とする子どもを児童福祉施設に入所（通所）させ又は指定医療機関に委託する。 

里 親 ・ 小 規 模 住 居 型  

児 童 養 育 事 業 委 託  

家庭での養育に欠ける子ども等に、その人格の完全かつ調和のとれた発達のための

温かい愛情と正しい理解をもった家庭を与えることにより、愛着関係の形成など子

どもの健全な育成を図る。 

児童自立生活援助の実施 
義務教育を終了したが、いまだ社会的自立ができていない２０歳未満の子ども等を

対象として、就職先の開拓や仕事や日常生活上の相談等の援助を行う。 

市町村送致 
児童及び妊産婦の福祉に関し、情報を提供すること、調査及び指導を行うこと、そ

の他の支援を行うことを要すると認める者について、市町村に送致する。 

福 祉 事 務 所 送 致 等 
１５歳以上の子どもや保護者等を福祉事務所の知的障害者福祉司又は社会福祉主

事に指導させる必要がある場合等に、福祉事務所に送致、報告又は通知する。 

家 庭 裁 判 所 送 致 

触法少年及びぐ犯少年について、子どもの最善の利益や専門的観点から判断して家

庭裁判所の審判に付することがその子どもの福祉を図る上で適当と認められる場

合、家庭裁判所の審判に付することが適当である子どもの行動の自由を制限した

り、強制的措置を必要とする子ども等を家庭裁判所に送致したりする。 

家 庭 裁 判 所 に 対 す る 

家 事 審 判 の 申 し 立 て 

保護者の意に反して施設入所を行う場合等の承認に関する審判の申立て、親権喪失

宣告の請求及び保全処分の申立て、未成年後見人の選任・解任の請求等を行う。 

そ   の   他  上記のいずれにも該当しない処遇 
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